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所報タイトル「信頼」は所内で掲げる 

平成 21年度の目標です。                                                                    

 

 

 

４月１日（水）平成２１年度入所式が当事務所会議

室において執り行われました。今年度入所いたしまし

たのは既報のとおり、影山 智史 と 長谷川 寛 

の男性２名になります。 

 所長の訓辞、先輩達の歓迎の言葉の後、新人２名が

それぞれの抱負を述べました。 

 

 

 

 

今後しばらくは先輩達の仕事の補助を行うこととなり、顧問先様と顔をあわせる機会もあろうか

と思いますが、１日も早く皆様方のお役に立てられるように致しますので、どうぞよろしくお願い

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この所報のバックナンバーは弊所ホームページにて掲載しております。 

 



 

 

４月１日 入所式において  

所長 小 林 政 氏 

 

本を読むという行為は能力向上の重要な行為の一つです。その行為で

よく耳にするのが、時間に追われている現状の中で、「いつか時間が出

来たら読もう」と思うのだが、結局読まずにそのままになってしまって

いるという状態である。 

「時間が出来たら」と「決してやらない」とは同意語。「時間が出来

たら」は「もっと時間が持てたら」と解釈できるが、１日は２４時間で

あり決して１日が２５時間～３０時間になることはない。「時間が出来

たら」というのは心理的な罠であり「時間が出来たら」という言葉は意識の中で「決してやらない」

と解釈される。では、時間に追われている状況でどのように本を読めばよいのか。１つの例として

は目次を読み、本当に読みたいものを選びその記事のページを切り取り目次と一緒にホチキスで止

める。そしてその記事を自分の優先順位システムに組み込んでいくのである。 

このようなことは、仕事にもおきかえられる。仕事に追われているのではなく、仕事を追うよう

になると仕事をコントロールできるようになる。そうなると、仕事はより容

易になり日々感じているストレスを減らすことができる。ストレスが減るこ

とで自身の想像性と創造性が自然と向上し生産性の向上へと結びつき、ひい

ては仕事の喜びを味わうことができるというよいスパイラルを生む。「忙し

い人に仕事を頼め」とはよくいうが忙しい人ほど自身の仕事をコントロール

できている人だと思われる。 

先日ＷＢＣで世界一となったイチロー選手が記者に「今回のＷＢＣでチームリーダーとして意識

したことは何か」という問に、「リーダーという意識は必要なかった。なぜなら１人１人が向上心

をもって望んでいたから」と答えていた。この向上心とは目的･目標をもって全員が１つになり、

優勝に向かって努力することであると推測される。当事務所においても新年の目標を１歩づつ向上

心をもって進めてほしい。先輩が見本をみせ、後輩、新入社員を引っ張っていくことが必要であろ

う。 

  

所   長   訓   辞 



 

 

 

平成２１年３月２４日（火）から３月２６日（木）

の二泊三日の日程で、㈱ＴＫＣ出版が主催する自分

再発見研修＜春コース＞に新入社員の影山智史・長谷川寛の２

名が参加してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この研修は千葉県長生郡にあるＴＫＣ出版研修センター「平成道場」にて、３日間のプ

ログラムを通し、チームワークの重要性を改めて確認し、プラス思考で物事を考え、仕事

への意欲を高めるためのものです。 

 内容としては、下記プログラムの通りであり、講義のみではなく、自分で考え実際に体

験することを通して習得していきます。 

 

 今後、この自分再発見研修で得たこと・学んだことを活かし、少しでもお客様のお役に

立てればと思っています。 

 

今後の開催日程 

夏コース 平成２１年 ７月７日（火）～ ７月９日（木） 

秋コース 平成２１年１０月７日（水）～１０月９日（金） 

 

※詳細 参加希望等の問い合わせは当事務所までご連絡下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

１日目 

・オリエンテーション 

・表現力トレーニング 

・座禅 

 

２日目 

・基本行動の解説 

・発生、発音トレーニング 

・２０ｋｍウォーキング 

 

３日目 

・基本行動トレーニング 

・スピーチ 

・総復習とクロージング 

 



 

 

 

   

 今回の研修に参加してみて、返事･挨拶･感謝･わびる心･謙虚な姿勢の大切さや、影響的存在であ

る人間のちょっとした行為が与える影響の重大さを学びました。 

それから２０ｋｍウォーキングなどを通じて仲間とコミュニケーションをとりながら協力して目

標を達成する大切さと喜びを学ぶことが出来ました。 

座禅や研修全体を通じて自分自身を振り返ることで、自分に足りないものがたくさんあると痛感した研

修でした。今回学んだ事をこれからの日常に活かし、また足りないと感じた事を一歩一歩努力して達成

していきたいと思います。                            影山 智史 

 

 

初めて会う仲間と２泊３日間、寝食を共に研修してきたことは良い経験になりました。１人では

なく仲間と生活することで協調性が生まれ、チームワークの重要性を再確認いたしました。この研

修で学んだ「自分の心を開き相手の心に迫る」ことである、挨拶を実行していきたいと思っていま

す。自分の心が閉じたままの挨拶だと相手に伝わってしまうので、それが関与先様の方だと信頼関

係が築けなくなる場合もあります。自分だけではなく相手の気持ちを考慮した明るい挨拶を心掛け

たいものです。 

最後に小林所長をはじめ事務所の方々のご配慮により自分再発見研修へ参加させて頂きありが

とうございました。                             長谷川 寛 
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先
月
二
八
日
よ
り
、
高
速
道
路
休
日
特
別
割
引
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
週
末
に
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る
私
に
と
っ
て
は
う
れ
し

い
こ
と
で
あ
り
、
大
歓
迎
で
す
。 

早
速
、
週
末
に
高
速
へ
の
っ
て
い
ざ
ド
ラ
イ
ブ
へ
！
と
張
り
切

っ
て
出
か
け
た
の
は
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
予
想
ど
お
り
高
速
道

路
は
渋
滞
の
嵐
。
な
か
な
か
先
に
進
ま
ず
、
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん

で
ス
ト
レ
ス
解
消
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
渋
滞
の
イ
ラ
イ
ラ
で
疲

れ
と
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

今
回
の
高
速
道
路
料
金
の
割
引
は
、
景
気
対
策
の
一
環
で
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
二
年
間
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
し
か
に
高
速
道
路
に
乗
っ
て
旅

行
等
へ
行
く
人
が
増
え
れ
ば
そ
れ
な
り
の
経
済
効
果
は
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
世
の
中
が
エ
コ
な
環
境
社
会
へ
と
向
か
っ
て
い
る
中

で
、
こ
の
よ
う
な
渋
滞
は
い
か
が
な
も
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

そ
の
う
ち
徐
々
に
渋
滞
も
起
こ
ら
な
く
な
り
、
ま
た
快
適
な
ド

ラ
イ
ブ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
少
し

ド
ラ
イ
ブ
を
控
え
、
エ
コ
に
努
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 


